
タスクサポートセンター（略称︓TSC）の取組み

■タスクサポートセンター（TSC）とは･･･
入社1年目から8年目の若手建築施工職が現場から一旦離れ、専門指導員が現場の技術的な実務を

一人一人に個別指導・教育し、若手の成長の見守りと現場支援を担う部署。

■若手建築施工職のロードマップ〜他社にない独自のプログラム〜

■TSC配属実績

2020年4月創設

■これまでの成果
【新入社員】
初歩的な施工知識を持って現場配属となるため、現場での
モチベーションが向上し、現場配属後は新入社員の成長と
OJT担当者の指導時間短縮につながっている

【4〜8年目職員】
技術的業務にじっくり取り組むことができ、施工知識の
理解度向上と現場管理への自信につながっている

新入社員
（全員）

施工支援GR 生産設計GR

2020年 49 10 8

2021年 50 14 13

2022年 46 16 5

2023年 46 6 4

2024年 42 11 3

合計 233 57 33

総計 323名

現場監督としての意識付け
施工管理実務３年後、４年目一級建築施工管理技士取得

入社後4ヶ月間 入社後5ヶ月〜4年目 5年目 6-7年目 8年目 9年目

新入社員GR
施工基礎研修

現場GR

階層別研修
型枠・鉄筋
土質・山留

  鉄骨・コンクリート
鋼製建具

４年目マンツーマン教育

施工支援GR
（計画・書類）

階層別研修
設備基礎

現場GR

生産設計GR
（図面）

階層別研修
原価管理

主任昇格


